
 

 

 

 

 生成ＡＩの利用 ❺  ―国のガイドラインから― 
 

 

長期休業中の課題等について 
 

従前から行われてきたような形で、読書 
感想文や日記、レポート等を課題として課 
す場合、外部のコンクールへの応募などを 

推奨したり、課題として課したりする場合 
には、次のような留意事項が考えられます。 
 
❶  AIの利用を想定していないコンクール 
の作品やレポートなどについて、生成 AI 
による生成物をそのまま自己の成果物と 
して応募・提出することは評価基準や応 
募規約によっては不適切又は不正な行為 
に当たること、活動を通じた学びが得ら 
れず、自分のためにならないこと等につ 
いて十分に指導する。（保護者に対して 
も、生成 AIの不適切な使用が行われな 
いよう周知し理解を得ることが必要） 

 
❷ その上で、単にレポートなどの課題を 
出すのではなく、例えば、自分自身の経 
験を踏まえた記述になっているか、レポー 
トの前提となる学習活動を踏まえた記述となっているか、事実関係に誤りがないか
等、レポートなどを評価する際の視点をあらかじめ設定することも考えられる。 

 

❸ 提出された課題をその後の学習評価に反映させる場合は、クラス全体又はグルー
プ単位等での口頭発表の機会を設けるなど、まとめた内容が十分理解され、自分の
ものになっているか等を確認する活動を設定する等の工夫も考えられる。 

 

◎ 課題研究等の過程で、自らが作成したレポートの素案に足りない観点などを補充するために生成 

AI を活用させることも考えられる。その際、情報の真偽を確かめること（いわゆるファクトチェッ

ク）を求めるとともに、最終的な成果物については、AI とのやりとりの過程を参考資料として添付

させることや、引用・参考文献などを明示させることも一案である。 

 

◎ 自ら作った文章を基に生成 AIに修正させたものを「たたき台」として、何度も自分で推敲し、よ 

り良い自分らしい文章として整えた過程・結果をワープロソフトの校閲機能を使って提出させるこ 

とも考えられる。 

 

※  AI を用いた際には、生成 AI ツールの名称、入力した指示文や応答、日付などを明記させることが考えられる。 
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